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因子間相関をTable 1に示した。小口 （1995） と同
様に、「自己呈示変容能力」 （α＝ .76） と「他者表














動への敏感さ」 （6項目） の 2下位尺度から構成さ
れている。⑤自己理解の測定：自己理解を測定す
る為、自己理解尺度 （青木，2009b） と自己内省尺







いた。辻 （2004） の尺度は、「公的自己意識」 （7
項目）、「私的自己意識」 （5項目）、「自己内省」










No. 質問項目 Ⅰ Ⅱ
第１因子　自己呈示変容能力（α＝.76）
 3 相手や場面に応じて行動を変えるのが苦手である  .76 －.11
13 愛想よくする方が得だと思っても、なかなかそれができない  .61 －.21
 1 人が集まっているところでは、周囲の期待に応じて行動を変えることができる  .61  .00
 5 これまでの経験からして、どんな場面におかれても、必要に応じて行動を変えることができる  .60  .16
 9 何が期待されているかがわかれば、それに合った行動をとるのはたやすい  .53  .09
11 自分のやり方が人に良い印象を与えていないと気づいたら、すぐに変えることができる  .44  .14
第２因子　他者表出行動への敏感さ（α＝.75）
 8 人の感情や真意をつかむことにかけては直観力がすぐれている  .01  .75
 6 人の目を見れば、その人の感情を読み取ることができる －.03  .68
10 人と話をしているとき、相手のごくわずかな変化にも敏感である －.07  .61
 2 人にうそを言われても、たいていその人の言い方や仕草からみやぶることができる －.08  .58
 4 自分が何か適当でないことを言ったときは、相手の目でわかる  .02  .40




た （Table 4）。その結果、目的変数を 「自己嫌悪」、
説明変数を「セルフ・モニタリング」とする重回
帰分析を行ったところ、決定係数は 2％であり有
意ではなかった （F （2,203）＝2.15, n.s.）。標準偏
回帰係数をみてみると、「自己呈示変容能力」と
「自己嫌悪」では有意な負の係数がみられた （β＝
－ .15, t＝-2.03, p<.05） が、「他者表出行動への





かった （F （2,203）＝0.76, n.s.）。標準偏回帰係数を
みてみても、「自己呈示変容能力」 （β＝－ .07, t＝






嫌悪」 （α＝ .83）、「辛さ・苦しさ」 （α＝ .79）、


















No. 質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
第１因子　自己嫌悪（α＝.83）
 8 自分のことを恥ずかしく思った  .82 －.27  .12
 5 情けない気持ちになった  .77  .13 －.12
18 自分が情けない人間に感じられた  .73  .10  .07
 6 自分は器が小さい人間だと思った  .62 －.03 －.14
 1 自分の行動を後悔してしまった  .50  .03  .13
 7 相手によって振る舞い方を変える自分を受け入れられなかった  .43 －.03  .32
16 不安な気持ちだった  .43  .22 －.03
第２因子　辛さ・苦しさ（α＝.79）
19 いらだちを感じた －.15  .79 －.02
10 気疲れした －.25  .68  .20
 2 もやもやした気持ちだった  .11  .61 －.15
11 辛かった  .17  .59  .09
13 悔しかった  .21  .54  .00
 4 葛藤を感じた  .23  .38 －.08
第３因子　自分に対する違和感（α＝.68）
 9 こんなことをする自分は、本当の自分ではないと思った －.07 －.06  .83
15 自分の行動に違和感を感じた  .09  .14  .60
   因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ






No. 質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
第１因子　肯定的自己理解（α＝.90）
31 自分自身に自信を持っている  .90 －.05 －.15
27 自分がやっていることに対して自信がある  .82 －.08 －.02
18 自分のどこに価値があるかを人に説明できる  .76  .12 －.14
15 現実社会の中で自分の可能性を十分に実現できると思う  .69  .02 －.05
29 自分の思った通りに行動ができる  .67 －.01 －.04
28 今、自分のことが好きである  .65 －.10  .06
16 自分らしく振る舞うことができる  .62 －.07  .03
21 自分の長所をすぐ言える  .60 －.01  .10
14 自分のするべきことがはっきりしている  .55  .07  .05
17 自分の行動の動機がわかり、それを人に説明できる  .50  .20  .01
33 自分の進むべき道を十分に認識している  .49 －.04  .18
19 自分の特徴を言葉で人に伝えることができる  .47  .09  .16
第２因子　自己分析（α＝.83）
37 自分の行動を客観的に観察するようにしている －.06  .83 －.02
36 自分の動機や気持ちをいつも分析している  .01  .82  .01
38 自分は何者なのかと考えたり、分析したりしている  .05  .69 －.14
35 自分自身を注意深く観察する方である  .03  .66  .13
第３因子　自己の情緒把握（α＝.71）
23 自分が楽しんでいるかどうかがわかる －.03 －.16  .63
25 物事や人物に対して自分の好き嫌いがあることに気がついている －.08 －.02  .56
24 自分についてよく理解している  .21  .06  .51
20 自分が疲れているかどうかがわかる  .01  .02  .49
22 自分については自分が一番よく知っている  .19  .01  .44
30 自分が怒っているかどうかがわかる  .12 －.12  .39
32 自分の短所をすぐ言える －.18  .17  .38
34 自分に欠けている部分をきちんと把握している  .00  .25  .35
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ





r β r β r β
自己呈示変容能力 －.14* －.15* －.08 －.07 －.04 －.02
他者表出行動への敏感さ －.03 .02 －.06 －.04 －.06 －.05
   R2 .02 .01 .00




変容能力 （β＝-.15, t＝-2.00, p<.05） が有意で
あった。
ステップ 2の決定係数は 5％であり有意傾向で
あった （F （5,200）＝2.26, p<.10）。標準偏回帰係
数をみてみると、「自己呈示変容能力」 （β＝-.14, 
t＝-1.85, p<.10）、「他者表出行動への敏感さと自
己の情緒把握」 （β＝-.19, t＝-2.60, p<.05） に有
意な係数がみられたが、「自己呈示変容能力」と
「自己の情緒把握」β＝-.03, t＝ .07, n.s.） では有
意な係数はみられなかった。
また、ステップ 2における決定係数の増分に有










であることが示唆され （Figure 2）、仮説 2は一部
支持された。
意ではなかった （F （2,205）＝0.38, n.s.）。標準偏
回帰係数をみてみても、「自己呈示変容能力」 （β
＝-.02, t＝-.22, n.s.）、「他者表出行動への敏感

























　 自己呈示変容能力 －.18* .09 －.37 －.00
　 他者表出行動への敏感さ .03 .10 －.17  .23
　 自己の情緒把握度 －.04 .12 －.27  .19
　 R2＝ .02
　 Adj R2＝ .01
ステップ 2
　 自己呈示変容能力 －.17† .09 －.35  .01
　 他者表出行動への敏感さ .08 .10 －.12  .28
　 自己の情緒把握度 －.08 .12 －.32  .15
　 自己呈示変容能力×自己の情緒把握 .06 .16 －.25  .36
　 他者表出行動への敏感さ×自己の情緒把握 －.43* .17 －.76 －.10
　 R2＝ .05
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